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中国生産拠点

中国営業拠点

 

北米生産拠点

ネブラスカ州

カリフォルニア州

（タマゴ事業）

（調味料事業）

中国・東南アジアでの成長を加速しつつ、新規エリアへの布石を打つ
各エリアのニーズをとらえた商品開発やメニュー提案により、マヨネーズやドレッシングの市場拡大を進めると
ともに、日本で培った技術を活かして新たなカテゴリーの拡大も進めていきます。また、輸出については、
KEWPIEブランドのマヨネーズと深煎りごまドレッシングを中心に取り組みを強化していきます。

都市部で圧倒的なシェアを確立

上海

家庭用マヨネーズのシェア

90% 60% 80%
※2016年度 キユーピー調べ

丘比（キユーピー）ブランド
※馳名商標 ：

中国の国家工商行政管理総局
商標局が認定する、中国での
知名度が高く、公によく知られ
たブランドのことです。

※ハラル ： 
イスラム法で“合法”の意味であり、食べること
が許されている食材や料理をハラル食品と呼ば
れています。
キユーピーグループでは、イスラムの戒律に
準拠したハラル商品の販売を進めていきます。

ハラル認証マーク
（マレーシア）

海外展開
2016－2018年度 中期経営計画の進捗

中国
1993年に進出して以来、マヨネーズを中心にドレッシングや

ジャムの製造・販売を行い、サラダやパンなどの西洋料理の広
がりに合わせたメニュー提案を進め、「丘比（キユーピー）」ブラ
ンドの認知向上に取り組んできました。その結果、家庭用マヨ
ネーズは主要な都市部で高いシェアとなっています。2010年に
は、「丘比」ブランドは日本の食品メーカーとして初めて中国政
府により「馳名（ちめい）商標」※として認定されました。

今後は、中国全土にある29の営業拠点を活かした販売促
進活動により、都市部の成功事例を東北部や内陸部
に向けて展開するとともに、需要拡大が見込める
ベーカリー、中華料理業態に加え、中食市場へ
の深耕も進めていきます。また、2017年3月、
上海近郊にて稼働した南通丘比では、マヨ
ネーズやドレッシングの原料として使用する食酢
やタマゴ加工品、日持ちのするロングライフサラダ
など新規カテゴリーを展開しています。

東南アジア
1987年に進出したタイにおいては、食の洋風化が進む中、

フードサービス市場を中心に展開しています。
また、2010年マレーシア、2012年ベトナム、2014年インドネ

シアに工場を稼働させ、東南アジアにおける生産体制を整備し
ました。

今後は、進出した4ヵ国を中心にマヨネーズやドレッシングの
販売促進活動を強化し、ブランドの浸透を図るとともに、ニーズ
をとらえた商品開発や新規カテゴリーの導入により市場を深耕

していきます。また、周辺国やオセアニアへの輸出を拡大すると
ともに、ハラル※市場の開拓も進めていきます。

北米
1982年からマヨネーズやドレッシングの製造・販売で成長して

きた調味料事業の会社と、1990年に米国法人を買収し、卵原料
の供給基地として活用しているタマゴ事業の会社があります。

今後は、現地で製造したKEWPIEブランドのマヨネーズ
やドレッシングの販売を強化し、北米エリアにおけるブランド認
知を広げていきます。

輸出・新規
2015年にオランダに設立した販売会社を通じて、

欧州での調味料の販売を強化しています。
そして、2017年1月よりポーランドにてマヨネーズ

の製造・販売を開始しました。
また、日本から輸出している約40ヵ国については、KEWPIE

ブランドのマヨネーズや深煎りごまドレッシングを中心に販売
を拡大し、ブランド浸透を図っていきます。

広州北京

中華料理シェフとの交流会 中華料理にドレッシングを使用

していきます。また、周辺国やオセアニアへの輸出を拡大すると

東南アジアで
製造・販売
している

ごまドレッシング

米国で
製造・販売
している
マヨネーズ

ポーランドで
製造・販売
している
マヨネーズ

インドネシアタイ マレーシア ベトナム

年からマヨネーズやドレッシングの製造・販売で成長して年からマヨネーズやドレッシングの製造・販売で成長して年からマヨネーズやドレッシングの製造・販売で成長して年からマヨネーズやドレッシングの製造・販売で成長して
年に米国法人を買収し、卵原料年に米国法人を買収し、卵原料年に米国法人を買収し、卵原料

の供給基地として活用しているタマゴ事業の会社があります。
ブランドのマヨネーズ

ドレッシングの販売を強化し、北米エリアにおけるブランド認

米国で
製造・販売
している
マヨネーズ

中国で
製造・販売
している
マヨネーズ

※「輸出・新規」は、日本からの
輸出と欧州の各社の数値です。

※日本からの輸出以外の数値
は、10月から翌年9月までが
対象です。

海外エリア別 売上高・営業利益の推移
（単位：億円）

売上高
中国
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（単位：億円）
営業利益
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2015年度 2017年度 2018年度（計画）2016年度 2017年度の
主な減益要因
・米国の鶏卵相場下落の

影響
・為替換算の影響

月よりポーランドにてマヨネーズ

ポーランドで

21 22|   キユーピー株式会社   | |   Investors’ Guide 2017年度   |

キ
ユ
ー
ピ
ー
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て

２
０
１
６―

２
０
１
８
年
度 

中
期
経
営
計
画
の
進
捗

持
続
的
成
長
に
向
け
て

財
務・株
式・会
社
情
報




